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窒 素 ( N ) は 植 物 に 必 須 の 養 分 元 素 で あ る が ， 森 林 生 態 系 内 で は 植 物 に 利 用 可 能 な 形 態 の
N ( 主 に ア ン モ ニ ア 態 : N H/ ・ 硝 酸 態 窒 素 : N 0
3
-) が 少 な く ， 成 長 の 制 限 要 因 と な る 。 森 林 で は
植 物 と 土 壌 問 で N の 内 部 循 環 系 が 発 達 し て お り ， 大 気 か ら 流 入 す る N の 大 部 分 は 内 部 循 環 系
内 に 保 持 さ れ る 。 一 方 で 植 物 ー 土 壌 系 の N 循 環 は 外 部 か ら の 撹 乱 に 鋭 敏 に 反 応 し ， た と え ば 皆
伐 や 火 災 な ど に よ っ て 多 量 の N が 系 外 へ と 流 出 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ れ ま で ， 森 林 伐
採 に よ る N 循 環 の 変 化 に 関 す る 知 見 は 欧 米 を は じ め ， 日 本 で も 得 ら れ て い る 。 し か し な が ら ，
皆 伐 後 森 林 が 成 立 す る 過 程 に お け る N 循 環 の 変 化 に 関 し て は 十 分 に 把 握 で き て い な い 。 本 研
究 で は ， 隣 接 集 水 域 間 で 林 齢 の 異 な る ス ギ 人 工 林 を 対 象 に N 循 環 を 定 量 的 に 把 握 し ， 皆 伐 ・
植 栽 後 の 経 過 年 数 に 伴 う N 循 環 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。
調 査 地 は ， 奈 良 県 十 津 川 村 に 位 置 す る 護 摩 壇 山 試 験 地 ( G E F ) の ス ギ 人 工 林 で あ る 。 集 水 域
単 位 で 、 施 業 を 行 っ て い る た め ， 皆 伐 直 後 か ら 9 0 年 生 の 集 水 域 ま で 隣 接 し て 存 在 す る 。 そ の 中
の 33 集 水 域 に つ い て 渓 流 水 を 2 0 0 2 年 か ら 0 4 年 ま で 約 2 週 間 に l 度 の 間 隔 で 測 定 し ， 水 質 を
測 定 し た 。 0 4 年 か ら 0 8 年 に か け て は ， 5，  16 ，  31 ，  4 2 ，  9 0 年 生 集 水 域 に 量 水 堰 を 設 置 し て 月
l 度 の 水 質 測 定 に 加 え て 流 量 観 測 も 行 っ た 。 ま た ， G E F 内 の 3 箇 所 に 林 外 雨 ， 3 集 水 域 で 林 内
に 3 箇 所 ず つ 林 内 雨 を 採 取 す る バ ケ ツ を 置 き ， 林 外 雨 ・ 林 内 雨 の 水 質 お よ び 量 を 月 に l 度 測
定 し た 。 量 水 堰 を 設 置 し た 5 集 水 域 で は ， 年 間 の リ タ ー 量 と 肥 大 成 長 量 を も と に 積 上 げ 法 に
よ っ て ス ギ の N 吸 収 量 を 推 定 し た 。 ま た ， 土 壌 中 の 無 機 態 N 現 存 量 ， 現 地 培 養 に よ る N 無 機
化 速 度 ・ 硝 化 速 度 ， イ オ ン 交 換 樹 脂 を 用 い た 土 壌 層 へ の 無 機 態 N 流 入 ・ 流 出 量 を も と に 可 給
態 N 量 を 通 年 測 定 し た 。
林 齢 と 渓 流 水 の N 0
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- 濃 度 の 結 果 か ら ， 皆 伐 後 か ら 濃 度 が 急 上 昇 し ， 3-4 年 で 最 大 値 と な っ
た 後 ， 皆 伐 前 の 濃 度 に 回 復 す る ま で に 15 年 程 度 の 時 間 を 要 す る こ と が 示 さ れ た ( 図 1)。 ス ギ
の N 吸 収 量 は ， 3 0 年 生 前 後 で 頭 打 ち と な っ た 後 ， 9 0 年 生 で ピ ー ク 時 の 半 分 程 度 ま で 減 少 し た
(図 2)0 N 吸 収 量 と 渓 流 の N 流 出 量 と の 関 係 か ら ， 主 に ス ギ に よ る N 吸 収 量 が N 流 出 量 を 規
定 す る こ と が 示 さ れ ( 図 3 )， 皆 伐 後 の N 流 出 の 回 復 に は 植 物 の N 吸 収 が 重 要 な 役 割 を 果 た す
こ と が 分 か つ た 。 し か し 9 0 年 生 集 水 域 で 2 .5  
は N 吸 収 量 が 減 少 し て も N 流 出 は 低 く 維 L  
持 さ れ て い た ( 図 3)。
人 工 林 の 成 立 に と も な う 植 物 ー 土 壌 間
の N 内 部 循 環 の 変 化 を 図 4 に 示 す 。 31 年
生 で は 植 物 の N 吸 収 量 が 最 大 で 、 あ っ た に
も か か わ ら ず ， 土 壌 の 可 給 態 N 量 が 低 く ，
N の 需 給 バ ラ ン ス が 大 き く 崩 れ た 。 土 壌 の
可 給 態 N 量 が 減 少 し た 理 由 の ひ と つ に ， 3 0
年 生 前 後 で 見 ら れ た 樹 冠 閉 鎖 に よ る リ タ
ー 量 の 増 加 が 考 え ら れ た 。 す な わ ち ， リ タ
ー の 投 下 に よ っ て 土 壌 微 生 物 に よ る N 不
動 化 速 度 が 上 昇 し ， 植 物 ー微 生 物 間 の N 獲
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図 1 林 齢 と 渓 流 水 N 0
3
濃 度 の 関 係
林 齢 は 2002 年 時 の 林 齢 と 採 取 日 を 考 慮 し た も の
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